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研究成果の概要（和文）：　本研究では、国際読書力評価を参照し、読書力評価パッケージを開発することを目
的とした。評価パッケージは、テストと読者反応の質的分析の要素で構成されている。
　テストについては、PISA、PIRLS、全国学力・学習状況調査、新潟県小学校教育研究会学習指導改善調査、
Reading Inventory やFountas & Pinnell Benchmark Assessment System を研究した。また読書10問テストを作
成した。質的分析に関しては、諸外国の発問・ワークシート評価、ポートフォリオ評価、パフォーマンス評価、
音読評価を参照し、交流型読み聞かせ、パートナー読書、読者想定法を開発した。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this research was to develop some assessment packages of 
reading by referring to international reading assessments. The packages consist of tests and 
qualitative analysis of reader-response.
  I researched some international and national tests of reading: PISA, PIRLS, National Test in 
Japan, a test of elementary school in Niigata, Reading Inventory, Fountas & Pinnell Benchmark 
Assessment System, and 10 question tests. I also referred to assessments by reader-response of 
teacher question, worksheets, Portfolio Assessment, Performance Assessment, and DEBELS.  I 
introduced and developed Interactive Read-Aloud, Partner Reading, and Invested-Reader Response in 
Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 OECDの国際学力調査PISAにおける読解
力得点の低下を受けて、日本では全国学力・
学習状況調査が行われ、全国規模で国語学力
の評価が行われるようになった。平成 20 年
年 3月に改訂された学習指導要領においても、
読書活動の充実が強調されている。この改訂
を受けて、小学校では平成 23 年度、中学校
では平成 24年度、高等学校では平成 25年度
に国語科教科書も改訂され、これまでに読書
活動に関するページが増えてきている。（こ
の傾向は、小学校の平成 27 年度、中学校の
平成 28 年度の教科書改訂でも継続されてい
る。） 
 以上の背景において、国語科教育の中で読
書活動を確実に行い、その成果を測定し、次
の指導に生かしていくような読書力評価を
開発することは、非常に重要になってきてい
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、諸外国で行われている読
書力評価を参考にし、日本の学校現場で児
童・生徒・教師が使用できる読書力評価パッ
ケージを開発することを目的とした。評価パ
ッケージは２つの要素で構成されている。１
つは、テストの形式に代表される量的な方法
であり、もう１つは、読者反応や読書交流を
質的に分析する方法である。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法としては、大きく分けて３つ
のアプローチがある。 
 １つ目は、国際テストや諸外国で使用され
ているテスト・評価法及び様々な読書指導法
を研究することである。 
 ２つ目は、そのように外国で行われている
評価を我が国で使用するとしたらどのよう
に使用できるかを研究することである。特に
質的分析法については、評価する読者反応や
読書交流をどのように引き起こすかという
問題を含んでおり、読書指導法自体を開発し
ていく必要もある。 
 ３つ目は、実際に児童や生徒に対してその
指導法と評価法を試してみる実験的研究で
ある。 
  
４．研究成果 
 テストについては、まずは、国際テストと
して PISA、PIRLS を研究した。PISA は 3年ご
とに実施されており、2009 年からコンピュー
タを用いたデジタル読解力も含まれるよう
になった。我が国の生徒の読解力は、2012 年
は比較的高い成績であったが、2015 年で有意
に低い成績となっており、引き続き PISA の
テストを調査・検討していく必要がある。ま
た、PISA ではテストに合わせて、読書の「取
組」を質問紙調査の形で評価している。この
ことも、読書の非認知的側面の評価として手
掛かりになる。PIRLS は我が国では実施され

ていないが、小学校４年生レベルの IEA 実施
のテストである。引き続き、国際テストの動
向を調査していくことが重要である。これら
の国際テストに対して、国内テストとして、
アメリカの NAEP、我が国の全国レベルのテス
トである全国学力・学習状況調査を検討した。
NAEPはPISAの影響を受けて2009年に読書の
枠組みを変更している。このように、国際テ
ストの動向を踏まえて、国内テストの特徴を
捉えていくことは重要である。全国学力・学
習状況調査では、NAEP に比べると、学習指導
要領の指導事項に合わせてテストが作成さ
れているため、読書力評価としては不十分な
点があることも確認された。さらに、自治体
レベルのテストである新潟県小学校教育研
究会学習指導改善調査の特徴について明ら
かにした。このテストは、学習指導改善を前
提としており、評価の結果を用いて授業を構
想することが提案されていた。 
海外のテストとしては、音読・語彙・読解
などを含んだ総合的な読書力テストである
インベントリー評価(Qualitative Reading 
Inventory-5 など)やベンチマーク評価
(Fountas & Pinnell Benchmark Assessment 
System) を研究した。いくつかの性質の異な
るテスト・評価を組み合わせていくことは、
本研究の読書力評価パッケージという概念
に適合する。また、PISA 以外にも、読書の非
認知側面である読書への取組をアメリカで
は質問紙調査で測定していることが分かり、
その質問内容を整理したり、我が国の読書調
査と比較したりした。 
 実際のテスト開発としては、質問紙調査の
他に、本を読んだ後に 10 問の設問に解答さ
せる 10 問テストを作成した。本研究では初
めて高校生のレベルでの作成を試み、ジャン
ルも広げて、知識の本、小説、古典文学を取
り上げた。その結果、ジャンルによってテス
トの作り方が大きく変わってくることが確
認できた。ジャンルと合わせて読書力評価を
扱っていくことについては、今後の課題であ
る。 
 読者反応や読書交流の質的分析に関して
は、まず、アメリカで定番の読書力評価とし
て、教師の発問に対する反応やワークシート
に書き込まれた反応の評価の仕方を研究し
た。その際、発問の枠組みや、ワークシート
の形式・項目が重要になってくることが理解
できた。また、ポートフォリオ評価、パフォ
ーマンス評価、音読評価などを研究した。音
読評価は我が国の読書力評価として取り上
げられることはほとんどないが、音読自体は
国語科教育でよく取り上げられており、評価
という観点から考えて見ると、音読指導の改
善は様々なに考えられることが分かった。 
読書反応や読書交流の場面を生み出すこ
とに関しては、アメリカの読書指導法を参照
し、交流型読み聞かせ、パートナー読書（特
にパートナーと同じ本を読んで様々な交流
をするもの）、読者想定法などの指導法を我



が国でも使用できるような形で導入・開発し
た。 
 読者反応や読書交流を実際に評価するこ
とについては、小学校２校で２種類のパート
ナー読書の授業を実施してもらい、そこに現
れた児童の読者反応について、ルーブリック
を設定すれば評価していけることを、実験的
研究として明らかにした。また、読者想定法
について、小学校１校で授業を実施してもら
い、ルーブリックという形でなくともある程
度の観点があれば、読者反応を評価できるこ
とを示した。 
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